
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年６月１７日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２１年４月２０日１４時３０分ごろ、甲板員Ａが落水したもの

と考えられる。） 

発生場所 不明（神奈川県横須賀市横須賀港第６区浦賀地区入口付近（概位 北緯３

５°１４.１′ 東経１３９°４４.０′）で、甲板員Ａが落水したものと

考えられる。） 

事故調査の経過  平成２１年４月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか２人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての甲板員Ａからの意見聴取は、本人が本事故で死亡し

たため行わなかった。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

漁船 第二十八 豊
ゆたか

丸、１９.００トン 

 ＫＮ２－１３２８（漁船登録番号）、豊丸漁業有限会社 

 １７.５０ｍ(Lr)×４.３０ｍ×１.５３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１６０、昭和５８年６月１日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許 登 録 日 昭和５１年８月１３日 

  免許証交付日 平成１８年２月２４日 

         （平成２３年７月６日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ２４歳 

 操縦免許なし 

 死傷者等 死亡 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長、甲板員Ａ及び甲板員Ｂが乗り組み、まき網漁業船団の運

搬船として水揚げの目的で、平成２１年４月２０日１４時００分ごろ神奈

川県三浦市金田湾の漁場を出発し、８～９ノットの速力で横須賀港浦賀地

区に向かった。 

 

甲板員Ｂは、操舵室右舷側の出入口近くで甲板員Ａと会話をしていた

が、本船が金田湾北東方沖の大島出シ付近を通過したころ操舵室内に入

り、操船中の船長と会話をした。 

船長は、１４時３０分ごろ甲板員Ａが行方不明になっていることに気付

き、船団の漁ろう長に連絡したのち、ＧＰＳプロッターに記録された航跡

を逆に航行して捜索を行ったが、甲板員Ａを発見することができなかっ

た。 

甲板員Ａは、５月１日０５時００分ごろ遺体で発見され、死因は溺死と

- 1 - 



- 2 - 

検案された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ３、視界 良好 

海象：平穏、海面水温 約１６～１７℃、潮汐 下げ潮の初期 

 その他の事項  本船は、航行中、大きく船体動揺することはなかった。 

甲板員Ａは、甲板員Ｂと会話をしていたとき、救命胴衣を着用していな

かった。 

本船の救命胴衣数は、本事故の前後で変わっていなかった。 

 操舵室内から本船の船尾部付近を直接視認することはできなかった。 

 操舵室内は機関の騒音が大きく、船長及び甲板員Ｂは、甲板員Ａの叫び

声や落水音を聞かなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

なし 

 本船は、横須賀港浦賀地区に向けて航行中、甲

板員Ａが、救命胴衣を着用せずに本船から落水し

たものと考えられるが、落水に至るまでの状況を

明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が横須賀港浦賀地区に向けて航行中、甲板員Ａが落水し

たことにより発生したものと考えられるが、その原因を明らかにすること

はできなかった。 

 




